
学 会 記 事

第 5 回 上 越 胆 石 胆 汁 酸 研 究 会

日 時 昭和62隼':‖｣:)Llトト)

午後 3時より

愈 蟻 東映ホテル 摘 階 朱鷺の閤)

一 般 演 題

H llJ卜榔 肘 ､廿日 川日.嚢 造針法 2二相=町 '亘輔 鼓

○新妻 伸二 曙 婆宗義議長3

5t).t1..日161.1'1.ま工.佃 岬f.嚢造粒刊ノ日直HL.古

十2:輔l榔 T.･トrIな.t!JL'~~1一十 十し†守湖 を･報告一･｣言 .

1. 叩う勘卜摘信二_､い ~パ17jII･l吊 ∴轟 吊 りて∴JLllトしい日日再胆

管まで造影されたのか,開.議軌 総胆管が遺影されたの

望. この体位で太腸などの障害陰影との董なりがなく

なった例が 銅.5%,立位の時藤なりの無い例と合評する

と鋼書8%が障害陰影がな く診断が審窮となった.

3. 肝内確日管申総胆管などが,経m造影剤で造影され

たため曹総胆管磯辺の疾患の診断をこ衛用であった例は2望

什てLや､一言二.

味あることであり溌三,

望)当教室におけ る最近の胆石症

○福田 濠山 砂伊賀 芳朗
川口 英弘 帝吉闇 杢介 (新潟東学第-外科)

過去36年間に経験 した且568御題の胆石症症例を集計した.

坐/.此 ∴ 1:I.2ミ1.症fB.lj粧 冊 加佃 吐 ･]上 告車 吊 帖

F,1十二_(;出し.70代ハlE.■招::;津汗1j~1.冊 l;1再伸 仁 辛p,;∴ 浩

行 Il伸tL押目二.1-'る∴ ･て軸:伸一LY∴い JiLr:(ミ1.1㌧∴ し､汗ミ1.7

みるとき近経常色石の増加が漸明で15%を責める紅到-'

たさそこで臨床症状の顧無曹胆汁中綿薗培養陽性率を終

結右隅預で検討した.黒色石は鰯症状例が62%と他石 をコ

石望7乳 ビ石見6%)に比 L多く,細菌陽性率は33%と低

率であ-〕た (コ右嶺5乳 ビ､石蕗望労う甲 また贋色石は外 観

形態が多種であi/j争赤外線分断にでもその分類が困 難 な

場合がある,成因や病態等不明な点が多い累役石 が 近 年

5 Lr-)

潜蜘 こ増加 しサ治療 たこから転その解明が望まれる .

3＼t当院.I::-,十日∵凍モⅢ り嚢 炎症 伸 1~-検 討

○鰐川 哲哉 葡峯村 正業

漂諾 叢竺 三漂芳 慧墓 は - 鯛 院 内 緋

渡辺 桔 ･..ufi' 膏 :.

昭和57車 l廿恒 l常明日(I,T;LL-7日言てi･二､1･備 三二 経 験 し 上

裡fl-岬嚢･'-A:言Llf町∴ 里吊 -L言 1対 1. 車 齢 汗 2 5 -日 ゝ [ -I

8綴才労率均6望才であった.背景因子 と し て は 機 疾 患 で の

r一沌座,高It'1両∴ 肥満.慢什関節 'JrLL- ､ l J- . 粧 し:,､1 L巨 い ～｣､

られ渋こか 6例では不明であ--招∴ 症 状 は 右 季 肋 部 痛 や 発

熱が立で男や機能検意土樽異な繭は 認 め ず 苧 超 藷 液 検 査 で

は胆嚢健太傍鍔願嚢壁肥厚サ胆畿 内 泥 状 物 の 存 在 等 を 認 め

∴∴ lL刑 中黒二豆 ･̀粧 ~さこLHi7fJ∴ 吊 削 T ･irFl 1 f札 !j L L∴ 刊 1 桝

で勉の息甜例は保存的治療をこて 政 務 を み た . 従 来 か ら 審 症

は重篤な病態下で発症する こ と が 多 く 弊 死 亡 率 も 高 い と

されていたが,自駿例では 背 景 が 本 鞘 の 軽 症 例 も 多 く み

られ争超音波検蓋をこよる学 期 診 断 と 労 保 存 的 治 療 の 撃 期

開始が登登と考えられ た ℡

確)磁器様胆嚢 詔 例 の 検 討
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相 律 _r ･し 辛 :l l. - 外 車 十 )

我利 澄比 較 的 稀 と さ れ て い る磁 器 様 胆 嚢 の 語 例 を 経 験

したので若 干 の 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 し た サ 症 例 は 馴

鹿姿67歳 , 銅 歳 の 女 性 で 甲 そ れ ぞ れ 上 腹 部 痛 サ 襲 用 検 診

における右 上 腹 部 石 灰 化 陰 影 , 食 欲 不 振 を 主 訴 をこ 衆 院 L 学

腹部単純 擬 薦 経 で 右 上 腹 部 の 石 灰 化 陰 影 を 認 め た ℡ 語 例 と

も音調 m .嚢 暦 時 間 塞 き 結 石 の 充 満 を 認 め た . 切 除 胆 嚢 の 炊

線舘こ ;巨 :: 粧 畑 二 ･壇 し 上 付 1､ f U i斗 ト ル さい ' ､ l､1 -h ･// .

我 寿 昭 検 索 し え た 本 邦 報 讐 鞘 £ 損 5 例 で あ り サ 隼 齢 は

22歳 か ら 8 2 歳 で 男 女 比 は 且 : 檀 . 韓 で あ - 〕 た 中 腰 担 嚢 驚 閉 選 を

5 ) 胆 嚢 鷹 癌 性 病 変 の 望 例

∴ 畑 輔 卜 ･ L l J ト 門

番 藤 鍍 吉 砂 田 代 成 元

( 至 1 日 し 辛 目 し', 器 で 巨 竜 粧 LL:

術 前 榛 東 に て 診 断 が 豪華 艶 で あ っ た 胆 嚢 稼 癖 性 病 変 を 望

例 経 験 L た の で 報 % --す る 中 症 例 且 は 議 9 才 の な 陸 曹 上 腹 部
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本快感か続く為来院サ腹部趨汚波検査にて汚畔鍵底部に音第

15mmの紳輔粧病変を認め旬手術‖穀類;こ入院とな-Jた,

町甘 (､rl＼1)tt'i.ThilLj.し.伸伸･)･･廿∴畔東漸恒十1･･.十､

陀癖酢病変を認め,腺腫を短をむ､T-蘭を施行L亮ニ&㌢勘所

両性㌧＼卜町1､:Tt∴言裾二㌧ノ.守巨車が困廟::11･･拾トト･･:言ゝ.

1.･･･直勘i十∴予粧しメ了捕(1'､L日月Ji凍上

い lh吊主潮こ姶油日二二i3r守回り ..1宮巨汗ぎ.岬汗什
肝f甘･Jt､l'糊'､∴i!叫
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症例1吉川トト 吊十帖r~H･J.･上･㌧十､畑1'i■._廿撫ま再i.L芋

品TL/1▲.臥(llう,I/ご-;i.JiL'.i･)し'､吊雄膏う昌.言L･-Jl.

卜1二.卜】]J斗1,休し.･＼＼1:＼日日十廿.'-予.症桝L!∴lr:

才がうな酢.糖尿病で外来通院申専醐i乙を圭調に入院した∴

.鮎川ML日章'.lJ111,Ll廿 l/コ.ltい 一卜∴吊伸し情け".Lt!､

めき食道離断術時時機尊泉銅こ鱗棟で終豚豚を認めや連続緋j

道静脈廟破裂で初発するPを犯 は稀ではな毛管かかる例

∴廿組織;L･守巨t:I二.1-L､‖二川l!卜,門∴付廿∴∴†二､:L黒い卜
:).

7､､帰甘｢佃HL伸j=告:;ミ{ト十十粧代謝
及びや鮮肉分身泌機能をこ関する検討

r~1触昭.̀),EL!!j･lヾ烏ilJItl))
告i■圧 浩･小卜 )..]JJ(fT‖!.J人､守∵量 ▲再羊十)
両日 枯車小杯 節姉

~‖｢畑 規程什硬fL什粧i~Ll:,=衆目､l卜I-Lqtl工三二.佃人十卜

明し｢ヰt吏~一二∵f二言_..机1日ヒ二言l'L<(IL∴病性軒明し1､一助

/i.iJ;11}LiL日日叫を守性 二二L■175LT川1,Trl＼▲:L-,iI:-,
ン試験を行いや慢性肝疾患菅健常細根号鰐と比較検討繋某

｢成櫓〕各節をこおける耐糖能艶常の頻度は,CH声昔H,チ

l~'L<LlLl､鵬信高十十).TSEl･=Ll.rlvr∴畑十.:-､Ilil!

∴l与･L<･flこit)J工言1-L<し1∴佃⊆吊:･吊 .A'rい∴工/読

Ⅰ}t<(､'1粧--I(lL<:.1町廿削上･:i..,,i-.

{考案j㌘Seでは耐糖能異常や締ま湧細胞m異常が

示唆きれる肇かF'骨ステt-3イド'療法U〕際に勘 糖舶離つ
発症に充桝著=磯を豊すると思われたか

築き肝革柴に崩する融栗変換管吸着療法齢
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1日̀､十告r七十号∵-1'lこt.<‖1;1tl＼t､hこ川LTt､･LIlt:丁目irH･ト

Ii;1､L日工黒牛廿〔ご∴=神聖二十廿硬な合帖廿帖:il.井
帖湖11･1桝州硬.Il二丁,帖硬な合性汗L:.I;rr::)p∴～･tトトr_棉

川卜畑■工.lI′r,恒､.fを_iくト'∴言佃L小一∴ト･-∴f:.吊町｢.■

~∴三~IiLT＼.(､r･･l斗_frF'Lrj･･}工､桝!J･掘,/ihl()I/十むこ1-_L三

していた=摘転性がIl〈唆された叶重篤な食酢症はみられな

十･十十一帖潮甘甘辛}:pIL'榔二/t∴畑卜.植iJlt畑甘地f'LJ

桝し'L)-Jy･‖■_f鮎T.トト,:パ･宣丁目11上∴'ljLI:;I-_･∴,:'∴･'･_:LL.告)､十.(:().it:

いては澄ビラに憤重な検討が必薯と思かっか漂∴

削 肝動脈素栓療法及び S民櫓A銅だSfL癖otM
動注療法をこおける胆汁酸動態をこついて
･.･鈴木 11:.F11].鳥山 tr申､
付11′･日.;,･.日
野本 業鵠 妄宗霧豚潟東学第三棚斗)
車旧 来弘
光際 啓三 (立川紛脅病院内約)

煩軒｢‖廿晶∴_七･j十㌦廿勅眠兼行時法(Tl･＼tl:)

廿''､7伸日日鮎~巨/::.T:ltl二馳f.L･2ti僅∴最高llF'巨二

㌔.i:,卜丹JT,二′示し,謹上Lqhl:＼hl(.lS粧'い､..･こ~吊肺t-1I
Ll･,_･十㌦ T:ll/.ITV//膏､卜1車卜,付FliL目早=仁吉▲上.
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